
・ 軽金属等の多用により１５１kg の軽量化を実現

出典：本田技研工業

④ 軽量化で燃費向上を図り石油消費を抑制 事例 ２
RecycleReduce Reuse



・２０１０年の冷媒使用量原単位を１９９５年比で２０％以上削減することを目標に
省冷媒機器の開発・導入を推進。

１台当たり充填量（ｇ）
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※．１台当たり充填量 ： 自動車製造時のＨＦＣ１３４ａ総充填量÷製造台数

９５年～０６年の最大削減量の例 主な省冷媒技術

・構成機器の一体化

・熱交換機の小型高性能化

・配管接続部の軸シール化

・低漏れホースの採用

・組み付け工程作業の管理徹底

乗用車 ８１０ｇ ⇒ ４００ｇ
▲５１％

軽乗用車 ５００ｇ ⇒ ２９０ｇ
▲４２％

バス ５,８００ｇ ⇒ ４,２００ｇ
▲２８％

RecycleReduce Reuse
⑤ カーエアコン用冷媒（ＨＦＣ１３４ａ）使用量の削減 事例



⑥ 処理に係る安全性の確保

部品メーカー
副資材メーカー

事前評価部署 工場

含有化学物質データー
環境関連試験結果

使用禁止物質

管理対象物質（数千）

使用全廃・削減検討物質（数百）

・ＰＲＴＲ毒性クラス１物質等

使用禁止物質（数百）

・国内外で指定されている物質

使用全廃・削減検討物質

自動車メーカー

購入部署

代替品の検討依頼

RecycleReduce Reuse

・自動車メーカーは、使用済車処理の際の安全性を確保するため、

数千の化学物質を管理している。



① 流通資材の削減 事例１

リターナブルパレット 従来の木箱方式

・部品メーカーからの納品にリターナブルパレットの採用

出典：日産自動車

RecycleReduce ReuseⅢ.製品としての自動車に関わる３Ｒの取り組み ［使用・流通］



出典：本田技研工業

・補修用製品物流にリターナブルパレット等の採用で包装資材を削減
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補修用部品の包装資材使用量推移

RecycleReduce Reuse
② 流通資材の削減 事例２



① 中古部品の販売拡大 事例１
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（２）需要の多い部品（１）中古部品の販売推移

２００５年度は約７万点、外板パネルと外装部品が多い

出典：トヨタ自動車

Ⅲ.製品としての自動車に関わる３Ｒの取り組み ［使用・流通］ RecycleReduce Reuse



出典：日産自動車

② 中古部品の販売拡大 事例２
RecycleReduce Reuse


